
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 温室効果ガスの排出状況 平成 26年度  
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１ はじめに  

三重県の温室効果ガス排出量の算定にあたっては、三重県統計書等、作業に用いる各種統計データの

集計・公表を待つ必要があるため、現時点で把握できる排出量の直近の年度は、平成 26（2014）年度に

なります。 

 

２ 温室効果ガスの総排出量の状況  

平成 26（2014）年度の三重県内の温室効果ガスの総排出量は、27,081 千 t-CO2（二酸化炭素換算）、

森林吸収量は、348千 t-CO2であり、温室効果ガス総排出量から森林吸収量を除いた差引排出量は、26,733

千 t-CO2 となりました。この値は、三重県地球温暖化対策実行計画における基準年度（代替フロン等 3

ガスは 1995年度、その他のガスは 1990年度）の排出量と比べ、1.3％の増加（2005年度と比べて 8.9％

減少）、前年度と比べて 1.6％の減少となっています。また、二酸化炭素排出量は、全温室効果ガス排出

量の 95％を占めています。（表２－１、図２－１） 

近年は、平成 19（2007）年度の排出量をピークに、概ね減少傾向にありますが、目標である「平成 2

（1990）年度から 10％削減、平成 17（2005）年度から 20％削減（森林吸収量を含む）」を達成するには、

平成 26（2014）年度から約 11％削減する必要があります。（図２－２） 

 

表２－１ 三重県における温室効果ガス排出量及び森林吸収量の推移・内訳         単位：千 t-CO2 

 
1990 

(H2) 

2005 

(H17) 

2010 

(H22) 

2011 

(H23) 

2012 

(H24) 

2013 

(H25) 

2014 

(H26) 

基準 

年度比 

(1990) 

2005

年度比 

前年度

比 

二酸化炭素 24,888  28,540  26,717  27,078 27,297 26,403 25,700 + 3.3% -10.0% - 2.7% 

メタン 591  298  287  232 227 245 233 -60.6% -21.8% - 4.9% 

一酸化二窒素 490  542  529  527 533 534 522 + 6.5% - 3.7% - 2.2% 

代替フロン

等 3ガス 
(416) 315  405  419 446 580 626 (+50.5%) +98.7% + 7.9% 

①温室効果

ガス合計 
26,384  29,695  27,939  28,251 28,503 27,761 27,081 + 2.6% - 8.8% - 2.4% 

②森林吸収量 － 352 260 458 308 605 348 － － － 

差引排出量 

（①－②） 
26,384 29,343 27,679 27,793 28,195 27,156 26,733 + 1.3% - 8.9% - 1.6% 

※代替フロン等３ガス（HFC、PFC、SF6）は 1995（H7）年度を基準としています。 

※四捨五入の関係で合計値等の表記が合わない場合があります。 

 

  
























